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令和７年度第４回習志野市社会教育委員会議 会議録 

 

１ 日  時：令和８年２月６日（金）午後１時３０分から午後２時２０分 

 

２ 開催場所：習志野市庁舎３階 AB 会議室 

 

３ 出 席 者 

  【委  員】：澤田 弘 委員長、鶴岡 利江子 副委員長、 

        蓮 一臣 委員、越智 晃 委員、 

三浦 久美 委員、丹間 康仁 委員 

  【出席職員】：上原 香 生涯学習部長、越川 智子 生涯学習部次長、 

岡野 重吾 生涯学習部副参事（中央図書館長） 

河栗 太一 社会教育課長、伊東 尚志 中央公民館長、 

忍 貴弘 生涯スポーツ課長、妹川 智子 菊田公民館長、 

松浦 史浩 生涯学習部主幹（社会教育課）、 

勇 依子 生涯学習部主幹（中央図書館）、 

鶴岡 奈々 社会教育課文化振興係長、 

松本 潤 社会教育課文化財係長、 

小倉 康裕 社会教育課青少年育成係長、 

谷澤 朋存 社会教育課管理係長、 

 

  【傍聴者】：０人 

 

４ 会議内容 

第１ 会議の公開 

第２ 会議録の作成等 

第３ 会議録署名委員の指名 

第４ 報告 

（１）習志野市文化振興計画案に係るパブリックコメントの結果について 

（２）習志野市子どもの読書活動推進計画案に係るパブリックコメントの結果に 

ついて 

  （３）指定管理者の指定について（実花・袖ケ浦・谷津・新習志野公民館） 

（４）移動図書館の今後について 

（５）指定管理者制度の更新について（東習志野・新習志野・谷津図書館） 

（６）令和８年度生涯学習部予算（案）の概要について 

第５ その他（事務連絡等） 
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５ 配付資料 

報告（１）提出された意見等の概要及びこれに対する市の考え方（案）（文化振興 

計画） 

報告（２）提出された意見等の概要及びこれに対する市の考え方（案）（子どもの読

書活動推進計画） 

報告（３）指定管理者の指定について（4公民館） 

報告（４）移動図書館の今後について 

報告（５）指定管理者制度の更新について（東習志野・新習志野・谷津図書館） 

報告（６）令和８年度生涯学習部予算（案）の概要について 

 

６ 議事内容 

第１ 会議の公開 

報告（５）及び（６）については、議決により非公開とし、また、当該部分の会議録

については、報告（５）については、公募手続きが開始された後に、報告（６）につい

ては、議案が市長から市議会へ提案された後に公開することとなった。 

 

第２ 会議録の作成等 

会議録は要点筆記とし、会議名、開催日時、開催場所、出席者氏名、審議事項、会議

内容、発言委員名及び所管課を記載した上で、市ホームページ及び市役所グランドフロ

アの情報公開コーナーにおいて公開することを決定した。 

 

第３ 会議録署名委員の指名 

会議録署名委員の指名について、三浦委員と鶴岡委員を指名し決定した。 

 

第４ 報告 

 

報告（１）習志野市文化振興計画案に係るパブリックコメントの結果について 

 

澤田委員長 

報告（１）について、事務局から説明をお願いする。 

 

河栗課長 

文化振興文化振興計画（案）に係るパブリックコメントについては、令和 7 年 11 月

15 日から 12 月 15 日までパブリックコメントを実施した。本日は、パブリックコメン

トで頂いた意見の内容と本市の考え方の案を説明する。 

文化振興文化振興計画（案）のパブリックコメントでは、2名から 5 件のご意見を頂

いた。No.1,2 は、それぞれ子どもに対する芸術鑑賞機会の充実について、人形劇や舞台
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劇の鑑賞の機会を提供してほしいというご意見である。本市の考え方としては、公民館

等におけるアートスタートを実施することとしていることから、その取り組みについて

人形劇サークルとの連携をしていくこと、各学校においては、舞台劇の鑑賞についても

学校の実態に応じた取り組みを検討することとしている。 

No.3 は、本市の広報やホームページの充実についてのご意見である。本市の考え方

としては、新聞を取っていない世帯へも希望者に配布していることや広報を紙だけでは

なく様々な媒体で閲覧できるようにすることやホームページをリニューアルする際に

分かり易くする検討をすることとしている。 

No.4 は、公民館を個人でも利用することや図書館におけるネット環境の充実、漫画

の収集のご要望である。本市の考え方としては、個人利用について、空きスペースを活

用できないか検討すること、図書館においては、すでにネット環境における情報提供や

漫画の収集を行っていることを記載している。 

No.5 は、文化活動に参加する割合を高めるためのご提案で、サークルに加入しなく

ても単発で参加できる事業の充実やイベントの周知の手法についてのご意見である。本

市の考え方としては、公民館や文化スポーツ振興財団で行っている単発事業の紹介や市

公式ＬＩＮＥや小中学校の保護者への連絡も実施することとしている。 

なお、今回のパブリックコメントを受けての計画本文の修正は行わない。 

今後の予定としては、3月下旬にパブリックコメントについての回答を市ホームペー

ジで公表し、3 月 25 日の教育委員会会議にて計画の最終案について御審議いただき、

計画を確定する予定となっている。 

 

澤田委員長 

 ただ今の説明について、質疑や意見はあるか。 

 

越智委員 

 個人利用について、袖ケ浦公民館において、例えば津田沼高校の生徒が試験期間中使

わせてほしいとか、大学生が勉強するので使わせてほしいなど、夜間、多くの方にお使

いいただいている。非常によいアイデアだと思うので、今後も続けていただければと思

う。 

 

丹間委員 

 確認だが、市の考え方はすでに回答済みなのか、それとも回答案のいずれか。 

 

河栗課長 

 回答案であり、社会教育委員会議や教育委員会会議を踏まえ、3 月下旬公開予定であ

る。 
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丹間 

パブリックコメントでの 5件の意見には、前向きな視点での提案も見られ、パブリッ

クコメントを実施してよかったと思う。パブリックコメントでの意見に対する市の考え

方のうち、No4.の項目に対する市の考え方の部分は、最初の 2 行をもう少し厳密に記載

したほうがよいのではないか。まず、「社会教育法に基づき」公民館は団体利用が前提、

という記載があるが、社会教育法がストレートに公民館の利用を団体利用に限定してい

るわけではない。また、市の規定等で、諸室の利用について団体利用を規定していたと

しても、フリースペースや談話スペースなどの利用は個人でもよいはずであり、そのよ

うな公民館の利用も 1つの利用形態として幅広く緩やかに捉えていくことが、今の多様

な市民ニーズに合致すると受け止めている。そのあたりを踏まえて回答を精査いただけ

ればと考える。 

 

三浦委員 

 パブリックコメントの No.1 の意見に対する市の考え方について、公民館での人形劇

サークル等との連携した親子向けの鑑賞会について記載があるが、習志野市では人形劇

サークルはどのくらいあるのか。 

 

伊東館長 

 数については手元に資料がないのでお答えできないが、親子向けの鑑賞会については、

菊田公民館を拠点として活動されている人形劇サークルを中心として、鑑賞会を実施い

ただいている。また、中央公民館においても、市民ホールで人形劇を開催したいと考え

ている。 

 

報告（２）習志野市子どもの読書活動推進計画案に係るパブリックコメントの 

結果について 

 

澤田委員長 

報告（２）について、事務局から説明をお願いする。 

 

河栗課長 

子どもの読書活動推進計画（案）に係るパブリックコメントについても、令和 7 年 11

月 15 日から 12 月 15 日までパブリックコメントを実施した。それでは、パブリックコ

メントでの意見と本市の考え方の案を説明する。 

今回のパブリックコメントでは 1名から 1件の御意見が寄せられた。内容は、小学校

の図書室、教室の本の充実に関する要望である。本市の考え方としては、本計画に記載

の取り組み内容のとおり学校図書室や学級文庫の充実に努めるものとしている。 

なお、今回のパブリックコメントを受けて、計画本文の修正は行わない。 
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今後の予定については、先程の報告 1と同様の予定となっている。 

 

澤田委員長 

 ただ今の説明について、質疑や意見はあるか。 

 

（質疑等なし） 

 

報告（３）指定管理者の指定について（実花・袖ケ浦・谷津・新習志野公民館） 

 

澤田委員長 

報告（３）について、事務局から説明をお願いする。 

 

伊東館長 

公民館の指定管理者について、令和 7年習志野市議会第 4回定例会にて指定管理者の

指定について議決されたので報告する。 

指定管理者は、株式会社オーエンス、指定期間は、令和 8 年 4 月 1 日から令和 13 年

3 月 31 日までの 5 年間である。事業者は公募を行い、申請者は 1 者であった。募集要

項に示した指定管理料の上限金額、682,975,000 円に対して、提案金額は、676,750,000

円であり、割合は 99.1％である。 

選定の理由としては、本事業者は全国自治体の公民館やコミュニティセンター等の公

共施設の維持管理を指定管理者として行っており、その実績を活かした管理運営が期待

できること。また、充実した研修体制や豊富な施設管理のノウハウに基づく安定した管

理運営とともに、利用者からの意見や要望を積極的に取り入れた多彩な事業の実施等が

提案され、本市が求める水準を十分に満たしていると判断し、指定管理者の候補者とし

て選定したものである。 

 

候補者の特出評価事由としては、 

1．サークル数減少や高齢化などを課題ととらえ、「みんなの参観日」の全館開催 

や「サークル立ち上げガイド」の作成など、サークル活動の PR や後継者育成に 

つながる提案があり、利用者拡大が期待できる点。 

2．青少年の居場所機能の充実を図る提案があり、利用の少ない若年層の利用 

者拡大が期待できる点。 

3．主催事業において本市の課題を的確に捉え、仕様書にない新たな事業提案も 

多数示されており、積極的な運営が期待できる点。 

4．各公民館の地域性を踏まえ、実情に応じた講座内容や地域人材の活用が提 

案されており、地域に根差した運営が期待できる点。 

5．講座の開設数・実施回数の拡充が提案されており、利用促進や利用者満足度 
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の向上が期待できる点。 

6．従前の講座の領域にとらわれず複数領域の連携や大学等との協働など、事業 

の発展に資する計画が示されている点。 

7．仕様書を上回る有資格者の配置が見込まれるとともに、職員研修や資格取得 

支援など、人材育成に資する取組が示されている点。 

である。 

 

評価点は 100 点満点中 80.1 点であり、共通事項は 40.5 点、個別事項は 39.6 点であ

った。 

今後の予定としては、令和 8年 4月からの業務開始にあたり、管理運営に関する基本

協定書を 2月中に締結すべく準備を進めているところである。 

 

澤田委員長 

 ただ今の説明について、質疑や意見はあるか。 

 

（質疑等なし） 

 

報告（４）移動図書館の今後について 

 

澤田委員長 

報告（４）について、事務局から説明をお願いする。 

 

勇主幹 

「移動図書館の今後について」ご説明する。 

 

資料の 1番、概略をご覧いただきたい。 

本市では、昭和 47 年から、自宅の近くに市立図書館の無い市民に図書館サービスを

提供することを目的に移動図書館を設置し、各巡回ステーションを 2 週間に 1 回巡回し

て資料の貸出しを行ってきた。巡回ステーションの現在の数は 18 カ所で、内訳はマン

ションの駐車場などをお借りしているステーションが 10 カ所、小学校が 8 校である。 

移動図書館の設置当初は、京成大久保駅前の大久保図書館と移動図書館のみで図書館

サービスを展開していたが、その後、市立図書館の整備が進み、移動図書館の貸出が減

少するとともに、移動図書館車両の老朽化、運行経費の増加、酷暑への対策としての夏

季の巡回中止等、さまざまな課題が顕在化している。 

車両を新しく更新しようとすると、改めて、現行車両の使用期間と同程度の今後 20

年間、移動図書館の運行を継続することとなる。しかしながら、運行を継続しても、現

状の課題を解決することは困難であると考えている。 
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今後は、新たな図書館サービスにシフトする必要があると考え、現在、移動図書館を

管理運営している指定管理者の指定管理期間が終了する、令和 8 年度末をもって移動図

書館サービスを終了したいと考えている。 

新たな取り組みとしては、学校への配送業務や、旧藤崎図書館跡施設での予約資料の

受取、また、身体障がい者・要介護認定者を対象とした宅配サービスの実施などを検討

している。 

「2．移動図書館業務の課題」をご覧いただきたい。課題、つまり移動図書館を終了

する理由について改めてご説明する。4点である。 

1 点目、貸出冊数の減少についてご説明する。移動図書館貸出冊数の推移の表をご覧

いただきたい。掲載した年度が飛び飛びになっているが、右端の欄の市立図書館の主な

出来事にかかわる年をピックアップしている。小学校以外の巡回ステーションの貸出冊

数は、昭和 51 年のピーク時に年間 98,280 冊あったが、令和 6 年度には 8,564 冊に減少

している。市立図書館全体の総貸出冊数が昭和 51 年度の 23 万 5千 850 冊から令和 6 年

度の 108 万 968 冊へと、この 50 年間で 4 倍に増えたことに対し、移動図書館の学校以

外のステーションでの貸出冊数は 10 分の 1 に減少している。これは、市立図書館の整

備が進んだことに加え、日中お勤めにでる方が増えたことによる影響などもあると考え

る。 

資料の裏面、課題の 2点目は、車両の老朽化についてである。現在の移動図書館の車

両は、令和 8 年 2 月で 19 年を迎える。移動図書館車は専門の製造業者への注文生産の

ため、車両の設計、製造に約 1年、製造費に約 2千万円を要している。 

課題の 3 点目は、運行費の増加である。移動図書館は 2 トントラックを改造してお

り、運転には、準中型自動車免許を必要とする。そのため、現在移動図書館業務を受託

している指定管理者は、運転業務のみバス運営会社に再委託しているが、昨今の運転手

の賃金増のため、委託費が急増し、今後の増加も見込まれている。 

4 点目は夏季期間の酷暑対策による巡回日数の減少である。近年、夏場の酷暑が常態

化する中、利用者や巡回に従事する職員の熱中症の対策のため、令和 7 年度は 7 月、8

月の 2ケ月間、巡回を中止した。令和 8年度も中止することとしており、年間の巡回回

数が減少している。なお屋外でのサービスのため、年間をとおして、雨が降った場合は

巡回中止になる。 

次に「移動図書館終了後の新たな図書館サービス案」についてご説明する。「3．移動

図書館終了後の新たな図書館サービス案」としては、令和 9年度以降とはなるが、3つ

の新規事業と 1事業のサービス充実を実施したいと考えている。 

1 点目は、「学校への団体貸出資料の配送」についてである。次期「習志野市子どもの

読書活動推進計画」において、毎日通う学校にある学校図書室がもっと使われるよう、

学校図書館のさらなる活用や資料の充実が計画されている。市立図書館では、1クラス

50 冊借りられる団体貸出資料について、現在のように先生に図書館に受け取りに来て

いただくのではなく、図書館が学校へ配送することによって、児童生徒が学校で利用で
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きる図書の幅を広げ、教員が図書の貸出返却のため市立図書館に来館する負担を軽減す

る。 

2 点目は、旧藤崎図書館跡施設での図書館予約資料の受取りである。藤崎図書館が令

和元年度に中央図書館へ機能統合となった際に、藤崎地区への代替サービスとして、「藤

崎 6丁目のかもめ公園」と「藤崎小学校」に移動図書館を巡回することとした経緯があ

る。これに代わるサービスとして、旧藤崎図書館が民間事業者に利活用された場合、事

業者と協議し、予約資料が受け取れるようしたいと考えている。 

3 点目は、貸出資料の宅配サービスである。移動図書館には、市立図書館に行くこと

が困難な方に図書館サービスを提供するという機能がある。それに代わるサービスとし

て、現在、視覚障がい者を対象に行っている録音図書の配送に加えて、図書館への来館

が困難な身体障がい者手帳の交付者、要介護の認定者で、代理の方による貸出・返却が

困難な方に図書館資料の宅配を行うことを検討していく。 

4 点目に、電子図書館のタイトル数の充実についてである。電子図書館については令

和 4 年度からサービスを開始しているが、図書館に来館しなくとも 24 時間利用できる

ことが特色の一つである。そこで、移動図書館の代替機能としての役割をより果たせる

よう、市が利用料を払っている有料コンテンツ数を、移動図書館の一般書の蔵書数と同

程度の 2,000 タイトルを維持することを目指す。なお、有料コンテンツの令和 6 年度末

のタイトル数は、1,327 タイトルとなっている。 

 

澤田委員長 

 ただ今の説明について、質疑や意見はあるか。 

 

三浦委員 

 きぼう号がなくなるのは非常に残念であるが、今の説明を伺い、諸事情を考えると、

仕方ないのかなと思う。その中で、代替サービスとして、学校への団体貸出しの配送は

とても助かるのではないかと思う。旧藤崎図書館跡施設での予約資料の受け取りとある

が、ほかに、現時点ではどこがあるのか。 

 

勇主幹 

既に行っている場所としては、市役所の社会教育課で予約資料の受け渡しを行ってい

る。今後増やしていけるとよいと考えてはいるが、現時点では未定である。 

 

三浦委員 

 身近なところにあってこその、図書の活用だと思うので、ぜひお願いしたい。 

 

丹間委員 

 コンパクトな資料でご説明いただいたからかもしれないが、説明が少し一面的である
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ように感じた。様々な事情はよくわかるし、時代の変化、貸出冊数の減少もこの数字の

とおりと理解している。他市でも、習志野市と同様、移動図書館の継続に課題が出てき

ている市がある。車両更新をして移動図書館サービスを継続するという判断をしている

市もあれば、習志野市同様、廃止する判断をしている市もある。習志野市においては移

動図書館を廃止という判断をされ、それに代わる新たなサービスを提示いただいている

が、ただ、今後の新たな在り方を考えるうえでは、課題だけでなく、成果の部分も押さ

えておく必要があると思う。つまり、少なくなってきた貸出冊数の中にも、移動図書館

を頼りにされている方や楽しみにされている方がいらっしゃるのではないか。これはな

かなか数字では見えにくい部分ではあるが、どのような方がどのようなニーズで利用し

てきたのかという部分である。そこを踏まえたうえで、ただ本や資料があればよいのか、

あるいは、おしゃべりしたり少しコミュニケーションをとったりする、ソフト面の配慮

があったほうがよいのか、というような検討を進めるなかで、どのようなサービスが必

要か、今後の姿が見えてくるのではないかと思う。 

 

蓮委員 

 私は小学校に 3校赴任した中で、袖ケ浦西小学校にも移動図書館が来ていたが、こど

もたちがすごく楽しみにしていた。放課後児童会や放課後子供教室で図書室がうまく使

えないという課題もあるので、こどもたちが楽しみにできるような機会をまた創出して

いっていただきたい。 

 

勇主幹 

 いただいたご意見を踏まえ、さらによいサービスとなるよう検討していく。 

 

報告（５）指定管理者制度の更新について（東習志野・新習志野・谷津図書館） 

 

澤田委員長 

報告（５）について、事務局から説明をお願いする。 

 

勇主幹 

 東習志野、新習志野、谷津の 3図書館の次期指定管理者制度の更新について、事業者

選定の方針を中央図書館よりご説明する。 

資料「指定管理者制度の更新について（東習志野・新習志野・谷津図書館）」の「1．事

業者選定の方針」をご覧いただきたい。次期の指定管理者制度についても、これまでど

おり、「3図書館を一括管理とし、公募による選定を行う。ただし、現在、指定管理者の

業務としているが移動図書館及び連絡車業務は除くこととする。また、指定管理期間は

令和 9年度から 13 年度までの 5年間とする。 

このような方針を設定した主な理由は 4点である。 
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1 点目、本市の図書館は、直営館である中央図書館を中心に、4 つの図書館で一つの

図書館として、資料の分担収集、分担保存で蔵書コレクションを構築し、また、蔵書検

索・予約システム及び連絡車の毎日運行により蔵書数の規模に係わらない資料提供をし

ており、1事業者による管理で図書館間の連携がスムーズにできている。 

2 点目、1 事業者による管理で、通常時及び緊急時の指示、命令系統が一本化できて

いる。 

3 点目、事業者は 3図書館を一括受託することで、管理経費の削減や柔軟な人員の配

置ができ、運営費の軽減を図ることができるため、市としては提案される指定管理料の

縮減が期待できる。 

4 点目、指定管理期間については、公の施設における指定管理者制度実施に関する指

針では 3年～5年を標準としているが、短期間であると受託準備に関する初期経費の負

担が大きくなり、またスタッフも業務に習熟することが困難になるなどの課題を考慮し、

従来通り 5年とする。なお、先ほど報告事項（４）でご説明したとおり、移動図書館の

運行は車両の老朽化等のため令和 8年度末をもって終了とする。また、ブックポスト内

の本の回収及び各館間の本等の配送を行う連絡車業務は新たな図書館サービスへの対

応と経費縮減のため、新習志野図書館から中央図書館に移管する。 

続いて、「2．スケジュールについて」について、2月 12 日に開催予定の教育委員会会

議にて、「指定管理者制度の更新について」ご報告する。その後、4 月から 5 月にかけ

て、仕様書、募集要項等を整え、6月 15 日から募集要項の配付を開始し、記載のスケジ

ュールに沿って進めていく。 

「3．過去の更新における事業者の応募状況」については、記載のとおりである。前

回の応募者が 1社であったことを踏まえ、周知や他市で実績のある事業者への声掛け等

できうる対策は取っていきたいと考えている。 

「4．市立図書館への指定管理者制度導入経過」については、記載のとおりである。 

 

澤田委員長 

 ただ今の説明について、質疑や意見はあるか。 

 

三浦委員 

 新たな図書館サービスとしては藤崎図書館跡施設での予約図書貸出のほかに何があ

るか。 

 

勇主幹 

 学校への本の配送等を考えている。 

 

三浦委員 

 承知した。 
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報告（６）令和８年度生涯学習部予算（案）の概要について 

 

澤田委員長 

報告（６）について、事務局から説明をお願いする。 

河栗課長 

令和 8年度予算案について、資料に記載の内容で、今月開会予定である、習志野市議

会令和 8年第 1回定例会に提案しようとするものである。市民の皆様の生涯学習を推進

していくため、生涯学習部においては記載のような予算を提案予定である。いくつか抜

粋して説明させていただく。 

1 ページ目の 5番、文化スポーツ振興財団運営費等補助事業については、公益財団法

人への人件費補助である。差し引きが約 440万円の減額となっている。主な理由は、同

財団の職員が 1名減となる見込みであることによるものである。 

8 番、文化振興事務費については、差し引きが約 1,330 万円減額となっている。主な

理由は、文化ホールの残置物撤去処分業務委託約 1,200 万円が令和 7年度予算に計上し

たが、令和 8年度予算には計上していないことによるものである。 

14 番、市史調査事務費については、約 130 万円減額となっている。主な理由は、市史

資料、令和版「習志野―その今と昔」の刊行に係る経費である約 130 万円を令和 7年度

予算に計上しておりましたが、令和 8年度予算には計上していないことによるものであ

る。 

18 番、公民館施設整備事業については、約 2,400 万円減額となっている。主な理由

は、実施する工事の件数の減によるものである。 

22 番、青少年問題協議会費は、令和 8年度から、いじめ問題対策連絡協議会と統合す

るため、事業としては廃止となる。 

2 ページ目、25番、放課後子供教室事業は、約 2,600 万円増額となっている。主な理

由は、令和 8年度、実籾小学校に子供教室を新規開設することにより約 1,100 万円の増

額及び既存の子供教室の人件費増による業務委託料を約 1,400 万円増にしたものであ

る。31 番、青年の家長寿命化改修事業は、約 1億 3,200 万円の減額となっている。主な

理由は、令和 7年度は本館の工事、令和 8 年度は体育館の工事を行うためである。 

32 番、生涯学習複合施設管理運営費は、約 600 万円の増額となっている。主な理由

は、人件費分の委託料を約 350 万円、体育館にエアコンが設置されることによるガス料

金を約 100 万円、それぞれ増額したものである。 

40 番、令和 9 年度全国高等学校総合体育大会運営費は新規事業で、約 300 万円を計

上している。令和 9年度全国高等学校総合体育大会（水球）南関東ブロックを市内国際

総合水泳場（県）にて開催することから、令和 8年度は、実行委員会を設立し、準備を

進めるものである。 
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42 番、体育施設整備事業は、約 4 億 8千万円の減額となっている。主な理由は、令和

7年度に秋津サッカー場の人工芝化や袖ケ浦体育館のエアコン設置などの大規模工事を

行ったためである。 

 

澤田委員長 

 ただ今の説明について、質疑や意見はあるか。 

 

（質疑等なし） 

 

澤田委員長 

 これをもって、令和 7年度第 4回習志野市社会教育委員会議を閉会する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


